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学 力 形 成 と評 価 に つ い て

宮 崎 冴 子 （東 京 経営 短期 大学 ）

1．研 究の 目的

　2002年 度か ら、学校教育にお い て は週 5日

制 、教科内容 の 30％削 減、基礎 ・基本の 徹底、

新設 「総合的 な学習 」、絶対評 価等に よ る 授

業 が展 開 され て い る 。 な かで も、「総合的な

学習亅 の 評価は 、教科学習 の 成果を総合す る

と して期待 され て い るが 、現場で は評価方法

が確立 され て い ない 状況で あ る 。 本論 で は、

児童 ・生 徒 の 学力 形 成 と評価 の 考え 方 と し

て 、能力開発の 構造化 を提案する 。 （表1〜2）

皿．研究の 方法

　2002年 2〜8月 、「学校教育に お け る学力 形

成」 に つ い て 、 小 ・中 ・高等学校教員対象 の

ア ン ケー ト調査 （配 布400）と ヒ ア リ ン グ を実

施 し た。質問紙 の 有効回収率は 15．5％で 、き

わめ て 低率で あ るが、寄せ られた回答は生 々

し く、現場の 問題 点を浮き彫 りに し て い る 。

こ こ で は 、小 学校教員 の 記述式 回答 を基 に、

学力形成 と評価 に つ い て 検証 する 。

　また、児童 ・生徒 の 能力開発構造化 に つ い

て は 、ギ ル フ ォ
ー

ドが 提唱 し た 「  知 的素材／

領域 ：行 動／概念 ・記 号 ・図形、  知 的所産／

内容 項 目 ： 単位 ・分類 ・関係 ・体 系 ・転換 ・

見通 し 、   知的操 作／は た らき ： 認 知 ・記憶

・集中思考 ・拡散思考 ・評価 」 を 3次 元 で細

分 し 120 の 知能因子を想定 した知能因 子構造

説 （1956 ）に基づ き、本論で は知的所産／は た

らき と して概括 され る 「認知 ・記憶 ・集 中思

考 ・拡 散思考 ・評価」をお もな知 能 因 子 とし

て 位置づ け 、誰 も が 持 っ て い る
一

般因子 （一

般能力）、物事 をや り遂げるた め に表 出す る

能力領域 、 生 涯発 達課題 等 を構 造化 した。

皿 ．研 究 の 結果

1．最近 の 児童が以 前 と比 べ 指導 しに くい 理 由

　理 由 の 1位に 「親 の 価値観の 多様化 （27人）」

を挙 げ、「価値観 が変化 し て い る 中 で 育 つ よ

うに な り、子 どもた ちも多様 な考 えを持 ち、

自分 の 考え を中心 に お くよ うに な っ た 」 と い

う。つ い で 、「自分 の 子 ど も さ え よ けれ ば よ

い と い う考 え で 、親 も子 もわが ま ま で 自己 中

心的な言動 （15）、家庭や 社会の 教育力 の 低下

（9）、年齢 に応 じた基本的ル ール や マ ナ
ー等

基本 的生 活 習慣 を身 に つ けて い な い 子 ど も

（9）が増 え、耐性 力 が不 足 （5）し 、集 中力が持

続せ ず、じ っ く りと物事 に取 り組む子 どもが

減 っ て きた 。 テ レ ビ ゲーム の 影響で 乱暴な言

動が増 える ととも に、人間関係が 築きに くく 、

学力差 も広 が っ て い る j とい う。

2．基本的生活習慣や学力 定着 の た めに家庭 に

　 望 む こ と

　基 本的生活習慣 の 定着に は 、「食事 （12）を

きち ん と と り、寝る 時間 を確 保 し （8）、生活

を リズ ミカ ル に （8）、挨拶 （7）、け じめ ・しつ

け （5）、持 ち物 の 管理 ・かた づ け （4）」を望み 、

「礼儀 。 排泄等 の エ チ ケ ッ トを身に っ け させ

て ほ し い 。親 の 都合や勝手で 子 ども を扱わ な

い で ほ し い 」 と望ん で い る。

　学力 の 定着 に は 、
「家庭学習の 時間 の 確保

・習慣づ け （14）、宿題 を
一

緒に や る （11）こ と

が大切、基本的生 活習慣 の 見直 しや規則正 し

い 生 活 が 必 要 （5）、読み 書き計算の 反復練習

（4＞、復習 の 見直 し ・確認 （4）、相手 の 顔を見

て 話 を聞 く （4）、 自分 の 思い を話 せ る （4）、声

か け ・見 届 け （4）、子 どもの 話 を聞 く時間 を

っ くる （2）、指先 の細か な作業（紙切 り
・粘 土

細 工 ）を させ る （2）、幼児期か ら本 の 読み聞か

せ （2）」 な どを挙げ、家庭学習 で も授業 の フ

ォ ロ
ー

ア ッ プを望ん で い る こ とが わか る。

3．児童 ・生徒 の 学力形成面で の 問題点

　 学力形 成 の 問題 点 とし て 挙げ られ る の は、

　「ドリル ・プ リン トなど反復を嫌が る （13）、

落ち着い て取 り組 めず飽 きやすい （7）、読み

書 き計 算も苦手 の ま ま （6）、個人 差 が 大き い

（5）」 と い う。人 数は少 な い が 、「基礎 ・基本

と言われ な が ら反復学習に 時間が かけ られ な

い 。正確 さ とス ピー
ドが要求 され る読み 書き

計 算 も得意に な らな い 。読解力
・
語彙力が不

足 」 と指摘 して い る。 こ うな る と 、 堂 々 巡 り

の 悪 循環 とな り、学力不振 の 連 鎖か ら逃れ る

こ とが で きな くな る様子 が伝 わ っ て くる。

　 「学 力以 前に人 の 話を聞 く こ とが で きない 1

　「学習内容 と時数削減に よ り 、 学 力定着 が不

一 34一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

十分なまま次単元 に進ま なけれ ばな らない 」

など 、学習内容や時間数を減 ら し た 結果 に つ

い て記 述 して い る。

4．教員の 立場 で 工 夫 して い る実践例

　実践例 と し て は、「朝 の 自習、休み 時間の

補習、放課後の 補習、個別指導、宿題 な どで

フ ォ ロ ー。漢字5問テ ス ト、豆 テ ス ト、5分 間

テ ス ト、ゲーム 的テ ス ト、ボ ク シ ン グ式 ドリ

ル 学習 （1ラ ウン ド10分〉、が ん ば りカ ー
ド、

九 九 や漢字プ リン ト、よ い 児童 の ノ ー
ト公 開 、

毎日 の 本読み 、グル
ープ学習、チ ャ レ ン ジ タ

イ ム 、反復練 習、国語辞典 の 活用 日常化 、興

味を 引 く手 だ て の 工 夫 、ゆ っ く り読ま せ る」

などが書き込 まれ て い る。

5．学力面 で伸 び る児童 ・生徒 に共 通す る特徴

　回答者49人 中 20人 が 「学習 へ の 意欲、興味

・関心 1 と答 え て い る 。
つ い で 、「集 中力 （11）、

努力 （9）、親の 協力 ・家庭 の 意識 （9）、忍耐力
・継続力（9）、 話を聴 く力 （8）、繰 り返 し

学習 （7）、性格 （6）、生まれ っ き （5）、生活習

慣 の 確 立 （4）、面倒 くさが らない ・丁寧 （3）、

表 1．児 童
・
生 徒 の 能 力 開発 構造 図

学習方法 （3）、チ ャ レ ン ジ （3）、自尊感情 （2）、

情緒 の 安定（2）」 な どが っ つ く。

IV．ま とめ

　ア ン ケ
ー

ト調査か ら、「学力 形 成 は 、教科

の 基礎知識 ・応用力 だけで は なく、人 として

の 自覚や 日頃の 生活態度、基本的生活習慣、

家庭 学 習 で フ ォ ロ
ーア ッ プ す る こ とな どが 補

完的に関 わ っ て い る 」 とい う結果 とな っ た 。

即 ち、「学力形成以 前に 人 の 話 を聞 く こ と が

で きな い 。落ち着 い て 取 り組 めず飽 きやす い
。

反復練習 を い やが り、読解力 ・語彙力 も不 足 」

とい う指摘 の よ うに、児童 ・生徒 の 生活全般

が 学 力形 成 に大 き く関 わ っ て い る とい え る 。

　 そ して、児童 ・生徒 の 知能因子 ・一般因 子

を ベ ー
ス に複合 され た状況 で 表 出す る能力 が

評 価対象 とな る 。 そ の 際に、教科 の 基礎 知 識
・応用力、身体 ・運動能力の よ うにテ ス ト等

で 数値化 し て 見えやす い 能力領域 と、数値化

し くく見 えに く い 能力領域 とが有機的に構造

化 され評価 され る必要が あ り、全人的な評価

を し て い くうえ で も重要で ある。

（宮崎 2002）

知　 能　 因　 子 能 　力　領 　域 生 涯 発 達 課 題

認知 （理解力）   児童 ・生徒、人 と し て の 自 己 ・他者 の 理解 ・受容

記憶 （記憶力） 自覚 自己 教育力 ・
向学心

集 中思 考 （論理 的思考 ）   学習 へ の 関 心 ・意欲 アイデ ンティティの 確 立

拡散思 考 （推理 ・創造 力）   教科 の 基礎 知識 ・応 用力 生 き方 ・自己 実現

評価 （判断 洞 察力）   分析 ・
問題 解決能力 進路選 択・決定

一
　般　 因　子   企画 ・創 造性 キャリア・プ ラン作成

意欲   協調性 ・順応性 ハ
 

け
一・シップ の 確立

集 中力   表現 ・コ ミ・ ニケ
ー
ション能 力 生涯 学習 の 継続

思考速 度   り
一
ダ

ー・シップ 社会 貢献 ・ボ ランティア活動

実行力   身体 ・
運動能力 伝統文化の継承

表 2．能 力領域 モ デル （宮崎 2002）

能　 力　 領 　域 モ デ ル （評 価 の 観 点 、行 動 の 記 録 等）

  児童 ・生徒、人 と し

　て の 自覚

基本的生活 習慣。健康保持。公 正 ・公 平。公 共 心 ・公 徳心。生命尊重 ・自然

愛護．校 則
・
指導等 を 素 直 に 受容 す る姿勢。自律 心 等

  学習 へ の 関心 ・意欲 学習 へ の 主 体的
・
積 極的 な関わ り、最期 ま で や り抜 く意 欲。責任 感。行 動力

  教科の 基礎 知識・

　 応用 力

読み 書き計算等、学習の 基礎 ・基 本知識。学習分野 に 関する 専 門的 知 識 ・

技術。得意分 野 の 深 耕。資格取得等

  分析 ・問題解決能力 情報収 集 ・分析 ・整理 ・活 用。課題発 見 ・解決能力 。的確 で 敏速な実務処 理等

  企画 ・創造性 目的に 合 う企 画・提案力．創造力 。斬新な発 想 ・アイデ ィア．改革力等

  協調性
・
順応 性 目標 の 共有化 。チームワ

ー
ク。他 人への 思 い や りと協力 等

  表現 ・

　 コ ミュニケ
ー
ション能 力

意見の 伝達。周囲 の 声を傾聴。プ レゼ ンテ
ー
ション能力 。挨拶 ・言葉遣 い 等 の 基 本

マナー。円滑 な 人 間 関係 。人 的 ネットワークの 活 発 化 等

  りず
一・

シップ 瞬時 の 状況判 断 で 最適 な行動 。問題解決に 必 要 な クラス内外 の マネージ メント調 整

能力。率先力。集 団 の 指揮等

  身体 ・
運 動能力 積極的に体を動か す。瞬発力、持続性 、リズ ム感 が あ る，健 康 に 留 意す る 等

参考文献 ：伏見 猛弥 『英才教育 の すす め』 （社）英才教育研究所 1992、仙崎武 ・池場望 ・宮崎冴子

『21世紀 の キ ャ リア 開発 』文化 書房博 文社 2000 、宮崎冴子 『21世紀 の 生涯学習 』理 工 図書 2001
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